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 2026年６月18日、ロシアのタタルスタン共和国カザンにおいて、第５回「ロシア・ASEANサミット」が

開催された。東南アジア諸国連合、通称ASEANは、発起国であるインドネシア、マレーシア、フィリピ

ン、シンガポール、タイの５カ国に、ブルネイ、ベトナム、ラオス、ミャンマー、カンボジア、東ティモー

ルが加わり、現在は11の加盟国で構成されている。今回のサミットには2021年のクーデター以降、

軍事政権のサミット参加が認められていないミャンマーと、国内対応を理由に大統領の欠席を決め

たインドネシアを除く、９カ国の首脳がロシアに集結した。 

 そこで本稿では、ロシアの重要なパートナーの１つとなりつつあるASEANとの関係について、今回の

サミットの概要に加えて、対外経済関係、特に貿易の動向にも触れながら紹介する。なお、侵攻以

降、ロシアは国別の通関統計を明らかにしていない。そのため、本稿では主にASEAN側の貿易デー

タを使用したが、最新の2025年の数字についてはASEAN側も明らかにしていないところが多いため、

各種報道も参考にしている。 

ロシア・ＡＳＥＡＮサミット概要と対外経済関係 

はじめに 

ROTOBO 
Connecting Markets 


